










（ 続紙 １ ）                             




































































（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、日本の伝統的な法文化・法意識とのずれが指摘されるわが国の西洋由
来の法制度のあり方について、その改革を進めていくための理論的視座を得るた
め、自由の普遍的価値と伝統・文化の社会文脈性とは両立可能であるとの考えの
下、伝統・文化を重視しつつも自由社会を支持する立場を貫くF・A・ハイエクの
「行為ルールとしての伝統」論を再構成することを通じて、日本文化を考慮した自
由社会擁護論を展開することを試みるものである。 
本論文の第一の学術的意義は、ハイエクとA・マッキンタイアという、伝統を重視
する点では共通するものの、自由主義と共同体論というかなり異質な思想をもつ両
者を比較することを通じて、伝統・文化の強調と相容れる自由社会擁護論を目指す
という独特のアプローチを採っている点にある。伝統・文化を重視する見解は一般
的に自由社会への異論であると理解されがちであるものの、本論文は、そうした先
入見を一貫して排し、自由の普遍的価値との両立が可能な伝統・文化の概念を模索
し、伝統・文化の社会的諸相を丹念に分析するとともに、社会秩序のあり方を構想
しそれを論証する上で伝統・文化にどのような位置づけが与えられているかについ
て、数々の論者の見解にあたって詳細に検討を加えている。 
本論文の第二の学術的意義は、日本社会という特定の伝統・文化の文脈に即した
自由社会擁護論の展開を目指しているという点にある。結論としてはリバタリアニ
ズムの発想に近い立場が採られており、これについては今後の検討が求められると
ころであるが、伝統・文化の意義を考慮に入れた社会秩序の基礎理論や人権論を数
多く取り上げ、それらの立論方法を参照しつつ、さらに日本文化論にもあえて踏み
込みながら、日本社会のあり方に適った自由社会擁護論を展開し、一定の結論に到
達していることは、これによってこの問題に関する議論が収束するわけではないと
はいえ、こうした研究が今後も続けられる場合に先駆的な意味をもちうると言える
であろう。 
本論文には、章によって論述内容の粗密の差が大きいこともあって、全体の議論
の流れがつかみにくい部分がある上に、合理論と経験論の間でのハイエクの見解の
位置づけにおいて一貫しない点が見られるものの、それらのことは、日本社会の構
造・方法・内容上の特徴をふまえてハイエクの伝統論を再構成し、それによって日
本社会のあり方に合致した自由社会擁護論を展開しようと試みる本論文の学術的意
義を損なうものではない。 
よって、本論文は博士（法学）の学位を授与するに相応しいものと認められる。
また、令和元年12月26日に調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行った結
果、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
